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　　　Thirty　eight　free　fatty　acids　from　low　to　high　molecule　in　human　seminal　plasma　was　analyzed
quantitatively　using　high　performance　liquid　chromatography　（HPLC）　which　was　established　by
Yanagisawa　et　al．　Furthermore，　i‘C－acetic　acid　was　incubated　in　human　semen　and　the　incorpora－
tion　of　radioactivity　into　free　fatty　acids　was　studied．　Consequently，　novel　findings　on　the　synthetic
ability　and　metabolic　pattern　was　obtained　as　follows：
　　　Reduction　of　free　fatty　acids　was　observed　in　seminal　plasma　with　azoospermia　due　to
vasectomy．　Fatty　acids　with　less　than　C－10　were　considered　to　have　originated　from　the　sperm　cell．
　　　Incorporation　of　the　radioactivity　into　fatty　acids　was　marked　not　only　in　those　with　even－
numbered　carbons　but　also　especially　in　those　with　uneven－numbered　carbons．
　　　Metabolic　activity　from　’‘C－acetic　acid　to　lactic　acid　was　especially　remarkable．
1．緒 言
　睾丸及び精液における脂質及び脂質代謝に関して
は多くの研究結果が報告されている．
　睾丸における脂肪酸の生合成は，in　vivoの実験
では，DavisおよびConiglioら1）2）3）とEvansら4）
が睾丸内に注射した14C一酢酸からの脂肪酸合成に
ついて研究を行っている．注射後24時間における
specific　activityは高い1頂から16：0，18：0および
18：1であり，radioactivityは20：4（n－6）および
22：5（n－6）にもかなりの量が認められている．
又，全脂肪にとりこまれた14Cの70％以上は，リ
ン脂質に，約15％はトリアシルグリセロールに含
まれているが，コレステロールおよび遊離脂肪酸に
含まれる量は非常にわずかである．
　また，放射性長鎖脂肪酸を睾丸内部に注射し，そ
の後の代謝的運命を追跡した実験も，Bridgesおよ
びConiglioら5）一一7），さらにNakamuraとPrivett8）
一一P1）によって行われている．
　In　vitroにおいても，睾丸組織が’4C一酢酸を長鎖
脂肪酸にとりこまれることがHallら12）のウサギ睾
丸切片を用いる実験によって判明している．結果は
in　vivoの場合とほぼ同様である．
　精液では，精漿及び精子の脂肪酸の組成は，いず
れも睾丸同様，リン脂質が主体をなし，次いでアシ
ルグリセロールである．またリン脂質に含まれる主
な飽和脂肪酸はパルミチン酸及びステアリン酸であ
り，不飽和脂肪酸はドコサペンタエン酸とドコサへ
（1990年4月6日受付，1990年5月10日受理）
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キサエン酸である13）．
　又，睾丸の精子は射精された精子に含まれるリン
脂質量の2倍以上のリン脂質を含むことが報告され
ている14）15）．
　in　vitroにおいては，ウシ精子は，脂肪酸を活発
にとりこみ16），ジアシルグリセロールへのとり込み
はミリスチン酸が最大である．脂肪酸のとり込み
は，精子の主要なリン脂質であるホスファチジルコ
リンに対して最大であり，また，最大のとり込みを
示した脂肪酸は，リノール酸であると報告されてい
る．
　しかし，これら脂質の研究対象は何れも限定され
たものだけについて行われたものであり，特に脂肪
酸のなかで奇数脂肪酸についてはほとんど注目され
ておらず，今日まで報告もみない．また低級脂肪酸
についても報告は少ない17）一’9）．分析方法が未開発
のために制限されていたからである．
　このたび著者は，柳沢20）らの開発した方法によ
り，低級から高級に至る全脂肪酸の分析法を用い
て，精液中の全遊離脂肪酸の定性定量値を明らかに
するとともに，14C一酢酸からの各脂肪酸への取り込
みを検討し，その合成能と，代謝様相について新た
な知見を得たので報告する．
材 料
　1）　検体採取方法
　正常男子39例，および精管結紮術施行1カ月後
の男子（精液中に精子の存在しないことを確認した
もの）19例より，用手的に精液を採取し，室温に
て30～60分放置し，外見上均一になったところで，
2000rpm，20分，5℃にて遠沈分離を行い，細胞成
分と精漿に分離した．
　2）試薬
　使用した脂肪酸サンプルはApplied　Science　Lab
社から購入した．
　DANSYL－semipiperazideは，柳沢ら20）の方法
により合成したものを用いた．メタノール，アセト
ニトリル，クロロホルム（O．5～0．9％のエチルア
ルコールを安定剤として含む）は，和光純薬特級を
用いた．
　Dicyclohexylcarbodiimide（D．C．C）は和光純薬
一級を用いた．
　（1一’‘C）　Acetic　Acid，　Sodium　Salt　（1．7　mCi／
mmol）はAmersham　international　ple社製を用い
た．
　放射活性の測定には，Scintisol　EX－H（和光純
薬）を用いた．
　3）装置
　高速液体クロマトグラフィには日本精密科学の
High　Performance　Liquid　Chromatogram，ポンプ
NSP－5DX，圧力計NPG－350L，試料注入器NVI－
300を用いた．カラムは，日立3056（4．2×250
mm）のC18逆相カラム，螢光検出器は島津
RF530（波長範囲350～530　nm），インチグレータ
は島津クロマトパックC－R3Aを使用した．
　螢光法による定量には分光光度計（日立　MPF－
4）を使用した．放射活【生の測定にはAloca　Liquid
Scintilation　System（LSG900））を用いた．
　濾：紙にはToyo　Roshi　No5Aを用いた．
Water社製のSep－pak　silica　cartridgeは，使用
直前にクロロホルムでよく洗浄してから用いた．
方 法
　1）精漿中の各遊離脂肪酸の定量分析
　柳沢，山根，浦山20）の方法を用いた．精漿0．5
mlに，メタノール系HPLCシステムの内部標準
物質としてC－13の脂肪酸クロロホルム溶液（200n
mo1／ml）の0．1　ml（20　n　mol）を，またアセトニ
トリル系　HP：LC　システムの内部標準物質として
2C7：1の脂肪酸クロロホルム溶液（9．53nmo1／
ml）の0．1　mlを添加し，脂肪酸を遊離型にするた
めに，1N　H，SO，　O．1　mlを加えて酸性化し，クロ
ロホルム5　mlとアセトニトリル20　mlを加え，よ
く混和し，不溶物を析出させたところで，これに無
水CaC12の1．5gを加え，ゆるやかに混和してから
30分間放置，脱水させた．
　アセトニトリルで洗浄した濾：紙を用いて濾液をと
り，これに螢光標識試薬としてDANSYL－
semipiperazide溶液の1．O　ml（22．5　pt　mol）を加
え，さらに固形Dicyclohexylcarbodiimide（D．C．
C）150mgを添加，よく混和して30分間，室温中
に放置した．
　この操作により，脂肪酸のダンシル化（螢光標
識）が完了する（図1）．この反応混合物をエバポ
レ一町ーにて減圧濃縮し，濃縮された残留物を約1
mlのクロロホルムにとかし，あらかじめクロロホ
ルムで洗浄してあるシリカゲルのディスポーザブル
ミニカラムであるSep－pak　silica　cartridge　column
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にかけ，このカラムをクロロホルムの約2・mlで4
回展開し，流出液を集積し再度減圧濃縮した．この
Sep－pak処理を2回繰り返すことにより，過剰量の
未反応DANSYL－semipiperazideが除去される．
　Sep－pak処理後の濃縮残留物を0．5　mlのメタノ
　　　　　　　　　　　　　　CH　　　　　　r’dN．．．．A　h　．．　．．IV’一3R－cooH　t　HNLd，NSO2－CloH6－NkcH
　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　DANSYL　serni　piperazide
　　　　　　　C6Hs－N＝C＝N一一C6Hs
　　　　　　　　　DCC
C6H5層艾黷P’暫C6H・
　　　　　　　　　　CH　 f一’一s．．HA A ．．　．．tV”3R－CO”NJSO2－C10H6－N・CH
　　　　　　　　　　　3
図1脂肪酸のダンシル化（螢光標識）
一ルにとかし，メタノール系とアセトニトリル系の
2種の展開剤で　HPLC　分析した．メタノール系
HPLCシステムでは，65，75，85，90，95および
100％（v／v）のメタノールを，ステップワイズに切
り換え，流出速度0．8　ml／min，圧力90～150　kg／
cm2C螢光検出器の励起波長360　nm，螢光波長520
nmで室温実施した．アセトニトリル系HPLCシ
ステムでは，45，60，75，85および100％（v／v）
のアセトニトリルを同様に切り換え，flow　rate　O．8
ml／min，圧力40～105　kg／cm2，室温，螢光検：出器
の励起波長360nm，螢光波長520　nmで実施した．
　脂肪酸の定量は，各脂肪酸ダンシル誘導体の螢光
ピーク面積を，内部標準脂肪酸ダンシル誘導体の螢
光ピーク面積で割り，展開溶媒の濃度による螢光強
度補正係数にかけて，試料1m1中の各脂肪酸量を
算定した．
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図2　既知の脂肪酸
　　メタノール系スタンダードクロマトグラム
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　2）　トレーサー実験
　〔1一’4C〕酢酸及び〔U」4C〕フルクトースからの
遊離脂肪酸への14Cのとり込み実験は次のごとく行
った．ヒト正常精液を室温30分間放置し，これに
〔1一’4C〕酢酸または〔U一’4C〕フルクトースの50
μCiを添加し，37℃10分間インキュベート後，5。c
で2000rpm，20分間遠沈し，細胞成分と精漿に分
離した．この精漿0．5m1を試料として先に述べた
遊離脂肪酸の測定方法にて螢光標識し，HPLC分
析にて試料0．5　mlに含まれる各脂肪酸のnmol数
を求め，他方でHPLCから流出した各脂肪酸相当
ピーク部分の全量を採取し，各々について放射活性
を測定した．
　精漿O．5　ml中に含まれる各脂肪酸当りのdpm
値については以下の式から算出した．この式は精漿
0．5　mlに外部から添加したC－13，20　n　molの何％
が検：出されたかを実測し，これを回収率として他の
脂肪酸の試料0．5　ml当りのdpm値を算出するも
のである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　精漿O．5　ml中の各脂肪酸のdpm＝　　　　　　　　　　　　　　　　　AxB
　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
A：C－13ダンシル誘導体のHPLC流出液の総量
（ml）
B：Aに含有されるC－13ダンシル誘導体の濃度（n
mol／ml）
C：各脂肪酸ダンシル誘導体ピークのHPLC流出液
中のdpm値
　HPLC流出液中の各ピーク相当部分は，その全
量を用いて測定した．これらから求められた各脂肪
酸の精漿0．5　ml中のdpmと，すでに求めてある
各脂肪酸含有量（nmo1値）から脂肪酸の比放射能
値（dpm／n　mol）を算出した．
　ただしBで表わされるAに含まれるC－13ダン
シル誘導体の濃度はダンシルグリシン液（O．104　n
mol／ml）を標準液として励起波長360　nm，螢光波
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　　図3　既知の脂肪酸
　　　　アセトニトリル系スタンダードクロマトグラム
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長520nmで螢光比色することにより算定した．
結 果
　1）図2，3に46種類の既知の脂肪酸ダンシル誘
導体の混合物を6段階のメタノール濃度，及び5段
階のアセトニトリル濃度で，ステップワイズに展開
したクロマトグラムを示した．図に示される様に，
脂肪酸の炭素数の少ない順に，同一炭素数では不飽
和度の大きい順に，同一炭素数，同一不飽和度で
は，カルボキシル基からの2重結合の位置が遠い順
に溶出された．又，幾何異性体では，シスのもの
が，トランスより早く溶出される．なお各脂肪酸の
略号を表1に示した．
　2）ヒト精漿中遊離脂肪酸について，図4はメタ
ノール系，図5はアセトニトリル系HPLCクロマ
トグラムの一例である．図4のメタノール系で重な
った2成分の脂肪酸ピークがアセトニトリル系で
は，他の種類の脂肪酸誘導体ピークと重なるか，又
表1既知の脂肪酸
No．　of　CarbonName　of　Fatty　Acid Abbreviation
2
3
3
4
4
5
5
6
6
7
7
8
9
10
11
12
13
14
14
15
16
16
16
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
20
20
20
20
20
20
20
20
21
22
22
22
22
23
24
24
acetic　acid
propionic　acid
lactic　acid
n－butyric　acid
iso－butyric　acid
n－valeric　acid
iso－valeric　acid
n－caproic　acid
iso－caproic　acid
heptanoic　acid
2－heptanoic　acid
caprylic　acid
nonanoic　acid
capric　acid
undecanoic　acid
lauric　acid
tridecanoic　acid
myristic　acid
myristoleic　acid
pentadecanoic　acid
palmitic　acid
palmitoleic　acid
palmitelaidic　acid
heptadecanoic　acid
stearic　acid
petroselenic　acid
oleic　acid
elaidic　acid
vaccenic　acid
linolenic　acid
linolelaidic　acid
7－linolenic　acid
且inolenic　acid
nonadecanoic　acid
arachidic　acid
cis－5－eicosenoic　acid
cis－11－eicosenoic　acid
ll，　14－eicosadienoic　acid
home－7－linolenic　acid
11，　14，　17，一eicosatrienoic　acid
arachidonic　acid
eicosapentaenoic　acid
heneicosanoic　acid
behenic　acid
erucic　acid
brassidic　acid
4，　7，　10，　13，　16，　19．　一decosahexaenoic　acid
tricosanoic　acid
lignoceric　acid
nervonic　acid
C2C3
C　3－OH
C4
iso　C　4
Cs
iso　C　s
C6
ise　C　6
C7
2C　7：　1
C8Cg
C　10
C　11
C　12
C　13
C　14
C　14：　1（n－5）
C　15
C　16
C　16：　1（n・7）
C　16：　1（t，　n・7）
C　17
C　18
C　18：　1（n－13）
C　18：　1（n－9）
C　18：　1（t，　n・9）
C　18：　1（n・7）
C　18：　2（n－6）
C　18：　2（t，　n・6）
C　18：　3（n－6）
C　18：　3（n－3）
C　19
C　20
C　20：　1（n－15）
C　20：　1（n－9）
C　20：　2（n－6）
C　20：　3（n－6）
C　20：　3（n－3）
C　20：　4（n－6）
C　20：　5（n－3）
C　21
C　22
C　22：　1（n－9）
C　22：　1（t，　n－9）
C　22：　6（n－3）
C　23
C　24
C　24：　1（n－9）
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図4　ヒト精漿中遊離脂肪酸
　　メタノール系クロマトグラムの一例
は単一ピークとして検出できるので，同一サンプル
を一方でメタノール系，他方でアセトニトリル系で
分析することにより，各脂肪酸誘導体を分離したピ
ークとして測定することができた．一般に血漿中遊
離脂肪酸より含有量は少ないが，精漿中の乳酸は血
中に比して圧倒的に高く，C－2（acetic　acid），　C－3
（propionic　acid）は血漿中の2倍，他のG4からC
－24までの飽和不飽和遊離脂肪酸は，血意中の数分
の1以下であった．
　3）表2は，正常成人男子精漿中遊離脂肪酸の測
定結果と，無精子試料のそれと比較したものであ
る．精子欠損によって精漿中，遊離脂肪酸は全般的
に減少し，その由来は精子により遊離したものと考
えられる．ことにacetic　acid，　lactic　acidは精子欠
落により著明な減少を示した．C－4からC－10まで
は何れも減少を示した．
　4）表3は，〔1－14C〕酢酸，表4は〔U－14C〕フ
ルクトースからの遊離脂肪酸への14Cのとり込み実
験の結果である．
考
一200
察
　a）lactateへのincorporationは6700　dpm／n
molで極めて著明であった．またlactateの絶対量
は圧倒的多量であり，他の最も含有量の多い遊離脂
肪酸の約10倍もあることが判明した．このことは
acetic　acidからpyruvateさらにlactateへの合成
が極めて盛んであることを示すものである．言いか
えればacetic　acidからTCAサイクル経由の代謝
が極めて活発であることを意味するものである．つ
まりlactateへの活発な取り込みは糖新生系につな
がる系でもあることから精子の直接エネルギー源は
糖質であることが知られているが，脂肪酸もまた有
力なエネルギー源として利用されていることを示す
ものであった．さらに精子自身の内部において遊離
脂肪酸からの糖供給系を有する事を示すもので，射
精後受精までの問におけるエネルギー源として有効
（6）
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図5　ヒト精漿中遊離脂肪酸
　　アセトニトリル系クロマトグラムの一例
280
に作用していることを示唆するものと考えられる．
b）　iso　C－4
　　　C－4
　　　C－10
　　　C－20
　　　C－22
1973　dpm／n　mo1
1545
265
505
478
ノノ
ノノ
ノノ
ノノ
でspecific　activityは中等度に高く，三等で一般的
に知られているマロニルCoA経由の偶数炭素脂肪
酸合成系が働いていることを示すものと考えられ
る．
　C）　C－3　6700dpm／n　mol
　　　C－21　1016　7／
　　　C－23　　1120　　　　ノノ
には相当に高い比放射能がみとめられ，またこの中
間の奇数炭素遊離脂肪酸はこれらに比してはるかに
低いspecific　activityではあるが，明らかに14Cの
取り込みがみとめられる．このことはC－3の異常
に高い比放射能とともに精子にG5，　C－7，　C－9，　G
11，C－17，　C－21，　C－23などの奇数炭素脂肪酸を合成
する特別の必要性が存在するものとして注目を要す
る．本実験による新知見であった．
　d）　これに比して
C－18：1　（cis）
C－18：1　（trans）
C－20：3　（cis）
C－20：4
C－22：6
13　dpm／n　mo1
54
74
56
55
ノノ
ノノ
ノノ
ノノ
と比較的低い比放射能であった．飽和C－18が，
8．8dpm／n　molであったことからC－18：1（cis），C
－！8：1（trans）はC－18が不飽和化されたものと考
えてよいが，飽和C－20は505dpm／n　molであるこ
とから，C－20＝3，　C－20：4，　C－22：6の不飽和化はC
－20から直接産生されたものでないか，またはその
不飽和化のスピードが極めておそいものであること
が考えられる．
　e）i4C一フルクトースから脂肪酸への合成は不活
（7）
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表2脂肪酸nmol／ml
血漿
　’　　一@　月lj
R9例
　’そ
P9例
C3－OH 87．6±35．3 64．7±13．2C2 20．9±20．1 76．B±43．4 57．6±25．0C3 2．0±1．2 5．1±2．2 6』±4．1
iso　C　4 5．6±1．0 o．4±o．6 0．1±0．1
C4 2．6±0』 4．0±3．2 2．2±1．1
iso　C　5 5．2±1』 3．8±2．8 2．8±1．2
C5 7．9±3．8 5．8±4．4 4．8±：3．6
iso　C　6 4．8±1．2 1．0±0．3 0．3±0」
C6 2．3±0．6 1，8±1．3 2．4±1．7C7 4．6±0．8 4．4±3．9 2．1±0．7C8 5．7±1．7 2．2±1．7 0．5±0．7C9 5．9±1』 4．8±2．0 4、4±1．7C10 4．5±0．6 1．5±2』 0，9±0．4
C11 5．2±1．8 2．9±2、1 0．5±0．3
C12 9±1．5 8．1±3』 10．0±3．1
C14 37±9 13．9±5．1 14．9±7．6
C14：1 4．2±1．1 2．5±1．9 1．3±0．4
C15 一 1．5土0．6 2．5±1．6C16 339±44 69．8±28．2 71，6±3巳1
C16：1cis　9 59±10 3．2±2．0 4．1±2、8
C16：1trons　99±2 N．D． N．D．
C17 8±2 2．4±L2 2．0±0．7
C18 86±10 35．5±11．3 27．6±7』
C18：1（cis　9。r　11）398±62 46．5±20．4 59、0±32．1
C18：1trans　930±8 7．2±4』 6，8±3．2
c18：2cis　9，12216±30 4，8±2．2 5．6±3．6
C18：2trans　9，127±4．5 0．5±0．5 1．0±0．6
C18：3（X2） 22±8 2．1±1．2 1、2±：0．3
C19 1．8±0．7 N．D． N．D．
C20 4，5±1．0 0』±0．4 0．7±0，2
C20：1cis 1．8±0．8 N．D， N、D．
C20：3（ci58，11，14）5．4±1．7 1．6±1』 1．6±0』
C20：4 13±5 3．4±1．8 3．2±0．9
C20：5 3±1．6 N．D． N．D．
C21 1，8±0．5 0．5±0．2 0．5±0．2
C22 7．6±0，7 L2±0．5 1．0±0．3
C22：6 17±3．2 3．3±翫7 3，1±1．4
C23 2．4±0．4 0．3±0．1 0．3±0．1
C24 3．0±1．0 0．6±0．2 0．6±0，2
表3C’4酢酸
日酉 日百 上放　能
nmo10．5m2dmO．5m2dmnmoI
C3－OH 43．8±20．5 13159±8738300±177C2 。D（768±522） o⊃ o◎C3 4．2±4』 25763±139586700±3277
iso　C　5 0．19±0．2 3940±287 1973±1369
C4 2．1±1．9 3090±25271545±
isoC5 1．85±1．8 62．5±38．8 32．8±17．3
C5 3．0±2．5 328±274 113±71
iso　C　6 0．5±0．2 88．5±123 177±238
C6 1．0±0．8 132±107 146±89C7 2．1±2．0 156±93 48±40C8 1．1±1．0 199±134 180±156C9 2．5±2．2 119±104 49．5±42C10 1．8±1．8 199±145 265±239
C11 1．8±2』 91±140 62．5±83
C12 4．0±3．3 247±183 60．9±37．4
C14 6．6±2．8 532±410 76．5±44，9
C14：1 1．5±1．2 131±88 104．8±81
C15 0．8±0．B 一 ｝C16 35．0±20．2 519±356 14．8±12．1
C16：1cis　9 1．5±1．0 71±63 44．3±38
C16：1trans　9ND． 一 一Cη 1．2±0．8 74±55 61，6±48C18 1B．6±7，3 155±130 8、B±4．3
C18：1（cis　9。r　11）22．9±13．8 320±229 13」±15．0
C18：1trans　94．2±4．0 197±116 54．7±37．2
C18：2cis　9，123．5±L6 98±67 40．8±34．3
C18：2tran59，120．2±0．3 一 一C18：3（X2） 1．1±0．5 一 『C19 N．D， 一 一C20 0．5±0．3 202±236 505±519
C20：1cis N、D． 皿 一C20：3（cls　8，11，14）0．8±0．7 57±116 71±84
C20：4 2』±1．5 96±88 56±47
C20：5 N．D， 一 一C21 0．24±0．2 254±151 1016±510
C22 0．65±0，3 287±139 478±254
C22：6 1．6±1．0 92±41 55．7±28C23 0．15±0．5 168±76 1120±496
C24 0．35±0．2 209±82 696±277
発であった．
　ヒト精子のエネルギー源としては，グルコースが
利用されることは明らかにされているが，脂肪酸の
利用については明らかでなかった．
　著者は，新たな全脂肪酸分析法によって，ヒト精
漿中の遊離脂肪酸を研究し，C－2からC－24に至る
38種の脂肪酸の各々の含有量を明らかにするとと
もに，精管結紮術施行後には，ヒト精漿中の遊i離脂
肪酸は，精子体から由来するものであることを，明
らかにした．特に炭素数の少ない低級脂肪酸につい
て，このことは著明であった．
　さらに精子に14C一酢酸をincubateして，精漿中
に現われる遊離脂肪酸中にincorporateする放射活
性から精子におけるTCAサイクルの活動状況なら
びに脂肪酸の合成状況について知るところがあっ
た．
　実験でlactateおよびacetateの含有量は血液に
比して，はるかに高い濃度を示すことが明らかにな
った．また14C一酢酸から1actateへの14C活性の強
い取り込みがみられたが，このことは，acetateが
TCAサイクルに入り，代謝回転してオキサロ酢酸
を経てphosphoenolypyruvate経由でlactateを生
じたことが考えられる．これが活発に働いているこ
とはTCAサイクルでの代謝が活発であることを示
すことであり，酢酸分解によってエネルギー生産を
行っていることを意味するものと考えられる．わた
精漿中のacetate量の多いことからlipidを分解し
てエネルギー源としていることが推定されるであろ
う．
　また1actate量が多いことは脂肪酸から糖新生の
系もまた活発に働いていることを示しているもので
ある．
　また精子においては14C一酢酸から偶数炭素脂肪
酸への放射活1生の取り込みは中等度の強さで認めら
れることから，acetateからアロニルCoAを経由
しての偶数炭素脂肪酸の炭素鎖延長機構が働いてい
るものと思われる．
　精子において特に注目しなければならない点は，
（8）
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表4フルクトース
nmolO．5m2dm　O．5而2 dmnmolC3－OH 43．9 5404 123
C2 38．4 2011 52．3C3 2．55 29071 11400isoC4 0．23 279 1195
C4 2．0 1900 950
iso　C　5 2．2 一C5 2．9 176 60．6
iso　C　6 0，617 一C6 o．go 194 215C7 1．3 一C8 2．08 一C9 0．7 一C10 3．8 一C11 0．4 一C12 4．06 115 28．3
C14 6．96 110 15．8
C14：1 o．9 『C15 1．21 一C16 31．4 一C16：1cis　9 1．1 一C16：1trans　9N．D． 一C17 1．o 一C18 17．9 70 3．9
C18：1（cis　g　or　11）20．5 一C18：1trans　93．4 一C18：2cis　9，122．2 一
C18：　trans　9，12o．5 『C18：3（X2） 1』 一C19 N．D． 一C20 0．4 一
C20：1cis N．D． 一C20：3（cis　8，11，14）0．3 一
C20：4 1．2 一
C20：5 N．D． 一C21 0．3 一C22 0．5 一
C22：6 1．6 一C23 0．2 一C24 0．5 一
C－3のプロピオン酸の異常に高い比放射能である．
これは14C一フルクトースの取り込みでも同様であ
った．これとともにC－5，iso　C－5，　C－7，　C－9，　C－11，　C
－17，C－21，　C－23の奇数炭素脂肪酸に何れもはっき
りとした14Cの取り込みがみられることである．こ
れは一般組織にあってはあまり知られていないとこ
ろであり，何か精子にとって特別な意味を有するも
のであるかも知れない．その本態について，また奇
数炭素脂肪酸の合成メカニズムについては未だ一般
的に明らかでない．今後の重要な注目点であろうと
思われる．
結 論
　1）ヒト精漿中の38種の全遊離脂肪酸について定
性定量値を明らかにした．
　2）精管結紮による無精子精液中の遊離脂肪酸は
減少する．
　C－10以下の脂肪酸は精子由来のものと考えれる，
　3）14C一酢酸のincubateによる脂肪酸への取り込
（9）
みは偶数炭素脂肪酸だけでなく，特に奇数炭素への
取り込みは著明であった．
　4）1℃一酢酸から乳酸への代謝能が特に著明であ
った．
　稿を終えるに臨み，本研究に対して終始御懇得な
る御指導，御校閲を賜りました恩師，柳沢　勇教授
に深甚なる謝意を表します．また，本研究に種々御
教示，御協力下さいました生化学教室，山根基輝講
師に深く感謝の意を表します．さらに適切なる御助
言を頂きました，社会保険中央総合病院泌尿器科，
松本英亜部長に深く御礼申し上げます．
　なお，本論文要旨は，第31回日本臨床病理学会
総会，および第29回日本不妊学会学術総会におい
て発表した．
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